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I．概要 

１. 目的 

吹田市第 4 次総合計画の策定に当たり、市民の方々から意見聴取を行い、同計画策定のた

めの検討に活かすことを目的として、市民を対象としたワークショップを実施した。 

２. 名称 

総合計画市民ワークショップ「吹田の魅力を再深発見！～すいたマニアになろう～」 

３. 対象 

吹田市内に在住・在学・在勤の方 

４. 構成やテーマ設定の考え方等 

(1) 全体構成 

 全体として本市の魅力の再認識・再発見をテーマとし、全 6 回のシリーズ企画として実施

した。各回では講演、研究発表や、その内容を参考にしながら本市の様々な魅力を活用した

まちづくり等について意見交換するワーク等を行った。 

 1 回目は、参加者同士で普段の生活の中で触れている本市の資源について自慢していただ

き、本市の魅力の洗い出しを行った。 

 2 回目以降は、講演や研究発表の後、参加者同士で本市の様々な魅力や今後のまちづくり

等について意見交換を行った。 

(2) 講演・研究発表について 

できる限り多様・多層な市民の方に関心を持っていただくこと、並びに本市の様々な地域

資源について再認識したうえで今後のまちづくりに関して活発に意見交換いただくことを目

的として、本市の大きな魅力である万博、団地、鉄道、サッカースタジアムをテーマとする

講演と、市内に立地する大学の学生による政策研究の発表を行った。 

(3) ワーク 

 各回のワークでは、リラックスした雰囲気の中で、模造紙等に意見や考えを自由に書きな

がら、気楽に意見交換するワールドカフェ方式による話し合いを行った。 

(4) 個人の気づき 

各回の終わりに 5 分程度、講演やワークにおける個人の気づきを振り返り、その内容を付

箋に書く時間を設けた。 

(5) ふりかえりノート 

 各回のワークにおける模造紙の書き込みや、個人の気づきの内容を「ふりかえりノート」

としてまとめ、2 回目以降の各回では、前回のふりかえりノートを参考にしながらワークを

行った。 
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II．開催結果等 

１. 開催結果 

 各回の開催結果の概要については、図表 1 に示すとおり。また、同結果の詳細については、

p.5「付録 ふりかえりノート」を参照のこと。 

図表 1 各回の開催結果の概要 

開催日時 場所 参加人数 内容 

① 
9 月 3 日（土） 

午前 10時～正午 

メイシアター

集会室 
24 人 

 ワーク「わたしの知っている吹田の自慢で
きるところ」 

② 
9 月 11 日（日） 

午前 10時～正午 

千里市民セン

ター大ホール 
24 人 

 講演「みんなに教えたい！大阪万博の魅力」 
 ワーク「未来につなごう吹田の魅力」 

③ 
9 月 24 日（土） 

午前 10時～正午 

千里青山台集

会所 
23 人 

 講演「団地のいま、そしてこれから。」 
 ワーク「吹田が暮らしやすいまちであるた
めに」 

④ 

10 月 2 日（日） 

午後 2時 

～午後 4時 

岸部市民セン

ター多目的ホ

ール 

19 人 
 講演「鉄道マニアが語る！鉄分濃い街吹田」 
 ワーク「駅・鉄道、公共交通と沿線のまち
づくり」 

⑤ 

10 月 18 日（火） 

午後 6時 30 分 

～午後 8時 30分 

市立吹田サッ

カースタジア

ム 2階会議室 

17 人 

 講演「新スタジアム完成！みんなでつくる
これからのホームタウン」 

 スタジアム見学ツアー 
 ワーク「みんなで盛り上げようこれからの
ホームタウン」 

⑥ 
10 月 23 日（日） 

午前 10時～正午 

千里市民セン

ター大ホール 
37 人 

 研究発表「大学生と考えよう、吹田の未来」 
 大阪大学公共政策研究会 

「吹田市における市民自治の推進につ
いて」 

 関西大学政治学研究部 
「地方自治体とＮＰＯと大学の連携で
学生確保を目指せ!」 

 ワーク「魅力を活かそう吹田のまちづくり」 

２. 参加者の性別・年齢層 

 参加者の性別と年齢層は図表 2 に示すとおり（各回のアンケート調査による）。 

図表 2 参加者の性別と年齢層（n は回答数） 
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３. 成果について 

 多様・多層な参加者に、自由に意見交換していただいた。また、各参加者に気づきやアイ

デアを模造紙や付箋に書き出していただき、多数の意見を得ることができた。得られた意見

については、p.5「付録 ふりかえりノート」のとおり。 

 得られた意見のうち、主なものについて、第 4 次総合計画基本構想（素案）の大綱で分類

した後、KPT 法による整理を行った。KPT 法とは、プロジェクトの振り返りの手法の 1 つ

で、得られた意見等を Keep（保持すべき魅力的な点）、Problem（課題とすべき点）、Try（今

後やりたいこと、やってほしいこと）に分類し整理するというものである。同手法による整

理の結果は、図表 3 のとおり。また、同結果から、多く挙げられている意見を以下に示す。 

 Keep（保持すべき魅力的な点）： 

 教育環境（大学）、自然環境や交通利便性など。 

 Problem（課題とすべき点）： 

 高齢化への対応、子育て環境（保育園等）など。 

 Try（今後やりたいこと、やってほしいこと）： 

 交通事業者間の連携による利便性のさらなる向上、都市の魅力づくりと発信、行政経

営の革新など。 

 第 4 次総合計画の策定の取組に当たっては、これらの結果や各種市民意識調査の結果等も

参照しつつ、様々な視点から本市の状況や市民ニーズの把握に努め、引き続き検討の参考と

していく必要がある。 
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図表 3 市民ワークショップから得られた主な意見の第 4 次総合計画基本構想（素案）における大綱と KPT 法による分類 

 

・市民団体や市民発の催しが多い ・若い学生のエネルギー ・大学生との関係が薄い ・万博吹田市民の日 ・新歓イベントに地域から出店

・多様性がある ・帰りたくなるまち ・大学がNPOの広報に消極的 ・万博で市民運動会を実施 ・NPOと大学が関わりをもつ

・課題に取り組む市民が多い ・新規団体と地縁団体との壁 ・新住民との交流機会を増やす 　ための仕組みづくり

・愛郷心が強い ・NPO/学生/市民の繋がりが稀薄 ・世代を超えて「わいがや」する機会 ・人間関係作りコミュニケーション講座

・交流の中に可能性を感じる ・市民と元気な学生の接点を作る

・地域を愛する気持ち ・老後も安全・安心の住まい環境整備 ・空き家を学生や年金生活者に安く提供

・新しい住民と昔から住んでいる住民とのコミュニケーションがスムーズに ・シェアハウスを作る

　行われるように自治会活動などを活発にする必要がある

・コミュニティセンターが明るい ・お年寄りが自由に楽しめる場所が高齢化の進行に伴って必要 ・高齢化にあったまちづくり

（子どもも高齢者も参加している） ・古い団地にバリアがある。最低限のバリアフリーを ・老後も安価で暮らせる住まい

・大学が多い ・産みやすいが、特徴がない ・バス運行を密にして文化施設巡り

・大学の公開講座がある ・保育園に入れない ・サッカーを水泳同様に学校教育として強化

・生涯学習施設が充実 ・野球やサッカーが気軽にできる公園がない ・吹田をスポーツ王国に

・国立民俗博物館 ・子育てに選んで貰えるまち吹田に

・水泳が盛ん ・郷土史の現地見学を増やす

・万博公園の広大な緑 ・吹田の強みは緑の多さ。でも北と南で違いはある ・ヒメボタルの情報発信を

・ヒメボタルが生息

・空が広い

・生物多様性

・ため池が多い

・大阪空港が便利 ・南北を繋ぐ道が少ない ・地下鉄延伸　井高野⇒岸辺（健都）⇒万博

・新大阪駅に近い ・南北が分断されがち ・医療が行き渡るようインフラ整備

・吹田インターがある ・鉄路の連携が不十分 ・バス路線の拡充

・鉄道が多い ・JR岸辺駅の開発に期待

・乗り捨てのレンタサイクル

・エキスポシティ ・歴史や文化に触れられる ・SNSによる情報発信が弱い ・太陽の塔を世界遺産に ・吹田を日本屈指の市に

・市立サッカースタジアム ・0系新幹線、車輌基地等が活用できてない ・国際的観光地に ・ガンバ、万博のシンボル化

・太陽の塔 ・車の渋滞で住民が困る ・文化施設や集会所など ・サッカー以外のスタジアム活用

・山田東の古い街並み ・ガンバに興味は有るが足を運べていない 　隠れた施設MAP作り ・ガンバの旗を試合日に掲げる

・歴史的名所が多くある ・魅力はたくさんあるが強力な魅力が今ひとつ足りない ・鉄道会社の車庫巡りイベント ・成人式の広域実施

・市民の方々の市民参画に対する意欲 ・知識の情報公開 ・小学生向けの市役所見学ツアー

・民間はやる気ある　行政は門を狭くしている ・行政・自治体・市民団体の更なる連携

・市の姿勢に危機感を感じる ・お役所の常識イノベーション

・行政・市政への市民参加

・人的資源の活用

Keep（保持すべき魅力的な点） Problem（課題とすべき点）

3 福祉・健康

・吹田の魅力をアピール
　する方法を考える

Try（今後やりたいこと、やってほしいこと）

7 都市魅力

8 行政経営

4 子育て・教育

5 環境

6 都市形成

人権・市民自治1

2 防災・防犯

大綱
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付録 ふりかえりノート 



 吹田市 総合計画市民ワークショップ「吹田の魅力を再深発見！」 

■前回までの開催概要 

■わたしの知っている吹田の自慢できるところ 

■第１回ワークショップ参加者の気づき、ふりかえり 

大学・研究機関・学び 

 大学が多い 

 研究所が多い 

 大学の公開講座がある 

 生涯学習施設が充実している 

 江坂に音楽とアニメの専門 

学校がある 

 国立民族学博物館 

さまざまな施設の充実 

 エキスポシティ 

 日本一大きい観覧車 

 市立サッカースタジアム 

 inforest 吹田 

 吹田貨物ターミナル 

 関西大学前は飲食店が多い 

 アサヒビール工場の見学がで

きる 

発達した交通 

 大阪空港が便利 

 新大阪駅に近い 

 吹田インターがある 

 駅が多い 

 御堂筋線 

 鉄道が多い（ＪＲ,地下鉄,阪急,

モノレール） 

【課題】 

 南北を繋ぐ道が少ない 

 

豊かな自然・みどり・景色 

 万博公園の広大な緑 

 ヒメボタルが生息している 

 緑が多い 

 三色街道 

 生物多様性 

 ため池が多い 

 ハリストス正教会の朝日が作る影 

 

地域の人やコミュニティなど 

 浜屋敷のまち案内人 

 108 歳の書道の先生 

 子どもが多い 

 学生が多い 

 市民活動が盛ん 

 公民館 

 図書館が無休、 

 商店街 

 江坂が都会 

 吹田バル 

 コミュニティセンターが明るい 

（子供も高齢者も参加している） 

魅力活用のアイデア 

 太陽の塔を世界遺産に 

 ヒメボタルの情報発信を 

スポーツなど 

 万博外周でジョギングできる 

 ガンバ大阪が強い 

 水泳が盛ん 

歴史や文化に触れられる 

 山田村の円照寺の鐘 

 太陽の塔 

 吹田まつり 

 山田東の古い町並み 

 旧西尾邸 

 垂水神社 

 出口古墳 

 旧中西家 

 吹博で市民が活躍 
その他 

 有名企業が多い 

 市民税収入が多い 

地域やまちなみなど 

 千里ニュータウンがきれい 

 江坂が都会 

 泉町は昔の風景が残ってい

て落ち着ける 

第１回 

「わたしの知っている 
吹田の自慢できるところ」 

日 時 ：平成 28 年 9 月 3 日（土）午前 10 時～正午 

場 所 ：メイシアター１階 集会室 

参加人数 ：24 名 

内 容 ：ワールドカフェ方式で「私の知っている吹田の自慢

できるところ」をテーマに、語り合っていただきました。 

「再深発見」したこと 

 南北の文化や風土の違いが面白い 

 学生とのかかわり 

 好奇心が満たされる街 

 自然・文化・歴史・スポーツ 

 鉄道が発達している 

 江坂が栄えている 

 “緑”という言葉が多い 

 バランスのとれたまち 

 吹田は住みやすい 

 人が暮らしやすい施設が多い 

 江坂が一番栄えていることが

わかった 

 鉄道の発達は顕著だが、南北が

分断されがちと言うことがわ

かった 

 自律と包摂 

 ため池 

感想など 

 市の歴史や成り立ちを知りたいと思った 

 吹田市の全体像を掴むとても良い機会となった 

 吹田市いままで無関心でごめんね 

 改めて吹田を見つめることが出来ました 

 市民の思いを知り得た 

 老若男女の方が参加されていて感心した 

 実際に住んでいる方の意見は貴重 

 新規なものはなかった 

取組のアイデアなど 

 知識の情報公開 

 新しい住民と昔から住んでいる住民とのコミ

ュニケーションがスムーズに行われるように

自治会活動などを活発にする必要がある 

 学生の街 

 市民の方々が吹田のまちが

好きで吹田の魅力にこだわ

りを持っている 

 水泳が盛ん 

 ぶどう園 

 いい人がいい町をつくって

いる 
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吹田市役所 企画財政室 

総合計画担当 
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吹田市役所 企画財政室 総合計画担当 

TEL：(06) 6384-1743 

E-mail: ks_sokei@city.suita.osaka.jp 

 

■講演「みんなに教えたい！大阪万博の魅力」 

 講師：白井 達郎 氏 

■ワーク「未来につなごう吹田の魅力」 

ワールドカフェ方式で、吹田の魅力を未来につなぐための活用方法や

アイデアについて、語り合いました。 感想など 

 なつかしい大阪万博。もっともっと話を聞かせて欲

しかった。世界遺産にどうかという意見にも賛成  

 初めて参加したのですが楽しかったです  

 市内に公園などの魅力ある場所が多い  

 坂道が多いが自然保護の為必要だと思う  

 2020年は万博 50th だ！  

 万博の思い出がある方に出会えた 

 吹田の魅力をアピールする方法を考える！ 

 

 今回の参加者にも学生さんがいらっしゃいますが学生

POWERが強み  

 千里丘の事情がよくわかりました。独自の進化を遂げるか

も  

 吹田の南地区と北地区で物価の差がみられる。南地区の方

が安価です  

 山田の近辺の地区では新しい人が住もうと思っても規制

されている  

 交通網（東西）のアクセスに課題。行政の対策が望まれる  

 万博のパンフがあり珍しかった。当時の思い出がよみがえ

りました  

 万博の写真やモノをこんなに見るのは初めてだった  

 

 大阪万博の話を聞けたり、当時のグッズを見られたり

など、大阪万博についていろいろ学べて有意義な時間

でした 

 北部と南部は物価も違う！ 北部＞南部  

 やっぱり太陽の塔は偉大ですネ  

 自分が生まれる前の万博のことをいろいろ知れてよ

かった  

 目上の方の意見が聞けてよかった。 

 あらためて、吹田には緑地が多いと感じた  

 市民力という市民が街づくりや吹田の自然を守るな

どの団体や催しが多くある  

 

 

 太陽の塔の改修をきっかけに国際的観光地へ→海外の方

に文化体験できるツアーの企画等をしてほしい（市内の適

所を使用し） 

 地下鉄延伸 井高野⇒岸辺（健都）⇒万博 阪急線 準急

つくって！  

 阪大病院などに加えて国循が出来て医療都市になっても、

交通の便が悪いなら救急車も通れないし意味ない。まずは

インフラ！  

 高齢化が進んでいるので、お年よりが自由に楽しめるとこ

ろを増やして、みんなで行ってみよう！  

 吹田の文化施設は楽しいよ。バス運行を密にして、みんな

で行って楽しめたらいいね。 

 

 万博吹田市民の日！  

 自転車道のネットワーク化  

 ０系ひかりの活用は？  

 太陽の塔を世界遺産に！  

 高齢化に合ったまちづくり  

 太陽の塔を未来へつなぐ  

 太陽の塔世界へ！  

 万博で市民運動会を！  

 「太陽の塔」をもっと有効に活用を 

 市内にモノレール化  

 鉄路の交通機能の充実化整備を  

 千里丘市民センターでもこういう催しをしてほしい 

 

■第2回ワークショップの概要 

日 時 ：平成 28年 9月 11日（日）午前10時～正午 

場 所 ：千里市民センター大ホール 参加人数：24名 

内 容 ： 

 講演「みんなに教えたい！大阪万博の魅力」／白井 達郎 氏 

 ワーク「未来につなごう吹田の魅力」 

 



 

  

吹田市 総合計画市民ワークショップ「吹田の魅力を再深発見！」 
■参加者の気づき、ふりかえり 

 

 

お問合せ先  

吹田市役所 企画財政室 総合計画担当 

TEL：(06) 6384-1743 

E-mail: ks_sokei@city.suita.osaka.jp 

 

■講演「団地のいま、そしてこれから」 

 講師：小正 茂樹 氏 

■ワーク「吹田が暮らしやすいまちであるために」 

 ワールドカフェ方式で、団地・ニュータウンのあるまち吹田の魅力や、

吹田が今後も暮らしやすいまちであるための取組・アイデアについて、話

し合っていただきました。 

取組のアイデアなど 

 

 

 バリア団地…。もっと面白くできたら。また、最低

限のバリアフリーを 

 「団地の建て替え」が広く言われる中で、あえて建

て替えないという意見はすごく良いと思います 

 空家を学生や年金生活者に安く提供すればどうか 

 帰って来れる故郷 太陽の塔あがめる祭 

 色んな場所をかりて住み分ける。 

 ニュータウンにも個性的なお店があるとよいなー 

 吹田に大学が多い。遠隔者のために家賃４万円以下

になる住居を提供する。 

 賃貸家賃は段 （々年々）安くすれば住み続けるので

は！（現状と逆の発想） 

 たまり場！！ 

 近隣センターにスタバ 

 SNS インスタグラム 

 たまれる場・空間 

 近隣センターにぎやかに 

 シェア 空地、空家 

 自転車、交通手段 

 「団地」を活用だ！ 

 鉄道の連結の強化 

 人的資源の活用 

 太陽の塔ともども千里ＮＴも世界遺産目指そう！ 

 千里ニュータウン（オールドタウン）をこれから

もっと暮らしやすい町にするため智恵を出し合お

う 

 不動産の流動性高まると良い？・規制、価格が問

題か 

 安全面に配慮したうえで、野球やサッカーが気軽

にできるような公園がもっと増えるべきではない

か。子どもがスポーツに興味を持つきっかけが必

要では。 

 吹田市内の文化施設や団地集会所など、隠れたお

もしろ施設ＭＡＰがほしい 

 大学生などは、吹田に住むときＮＴでシェアハウ

ス！なんて選択肢があるといいね… 

 公園の「ボール遊び禁止」を「硬球・軟球・バッ

トの使用禁止」に変更する 

 安全・安心の住まい環境がほしいネ。老後も安価

で暮らせる住所を確保したい！文化的にも、やり

たいこと知りたいことをいっぱい吸収できるすい

たでいてネ 

■第３回ワークショップの概要 

日 時 ：平成 28年 9月２４日（土）午前 10時～正午 

場 所 ：千里青山台集会所 参加人数：23名 

内 容 ： 

 講演「団地のいま、そしてこれから」／小正 茂樹 氏 

 ワーク「吹田が暮らしやすいまちであるために」 

「再深発見」したこと 

 
 吹田の発展の歴史的なことを知ってる人がいて勉強にな

った 

 「ジブンゴト」の重要性の再確認 

 生みやすいが特徴がないかなと思いました。 

 「空が広い」ってすばらしいと思います。駅近で 

 問題に積極的に取り組む人の多い吹田市は強いと思った 

 吹田の強みは緑の多さ。でも、北と南で違いはある。 

 昔から住んでいた人と新しく住み始めた人の交流を増や

し、共助する必要性を感じました 

 多様性！！いきじびきの人の歴史は為になる。 

 ニュータウンの溢れる緑は最大の魅力。これ

を「定住」にどう活かすか 

 吹田市は、千里山の南北で、地形、まちの様

子もちがう。（分かれている） 

 吹田の魅力をSNSでアピールするにもネタ

が無い、が印象的でした。 

 世代に関わらず、たまって「わいがや」する

「場」が求められてる！すでにキッカケはあ

るのでは？ 

 団地はぜいたくなくらい好環境 

 ニュータウン構想の考察は？今後のインフラ

は？ 

感想など 

 若い人の意見が聞けてよかった！ 

 若い人達と交流できてよかった 

 ３回目で初めて満足感が得られた 

 話していると楽しいネ 



 

  

吹田市 総合計画市民ワークショップ「吹田の魅力を再深発見！」 

■参加者の気づき、ふりかえり 

 「再深発見」したこと 

 

取組のアイデアなど 

 

 

 

お問合せ先 

吹田市役所 企画財政室 

総合計画担当 

TEL：(06) 6384-1743 

E-mail: ks_sokei@city.suita.osaka.jp 

 

■講演「鉄道マニアが語る！鉄分濃い街吹田」 

 講師：誉田 勝 氏 

■ワーク「駅・鉄道、公共交通と沿線のまちづくり」 

 ワールドカフェ方式で、駅や鉄道の活用方法や、公共交通、沿線のまちづくりについ

て、語り合いました。 

■第 4 回ワークショップの概要 

日 時 ：平成 28年 10 月 2日（日）午後２時～午後４時 

場 所 ：岸部市民センター多目的ホール  参加人数：19名 

内 容 ： 

 講演「鉄道マニアが語る！鉄分濃い街吹田」／誉田 勝 氏 

 ワーク「駅・鉄道、公共交通と沿線のまちづくり」 

 JR岸辺北口の開発たいへんたのしみです。歩道橋からのながめはまるでジオラマです。 

 公共機関が五線もあるが連携が今一つである。 

 吹田市と鉄道の歩みを知る機会を得ることができて参加して良かったと思いました。 

 やっぱり吹田は鉄道のまちだと思いました。 

 公共交通の改善を鉄道で図ることは無理→バスしかない 

 吹田は鉄道だけでなく吹田 ICも有って交通の便がとても良い所。大阪駅から 10分程で適度に

静かで空気も綺麗。 

 吹田市が鉄道にとって最高のレベルなのには驚いた。 

 夜の操車場の音がなつかしい。「吹田の音？」の CD には収まっていますので時々聞いています。 

 吹田への愛郷心の強い方が多くご参加されていることに敬服いたしました。 

 吹田は、便利だが、逆に不便な部分もある。 

 バス路線に課題が多い。 

 鉄道基地や修理工場や 0系新幹線等があるが、観光資源として未活用。 

 地下鉄沿線と市民病院、北千里・千里山と市民病院、青葉と市民病院をむすぶバス路線の実現 

 交通の利便性について、行政がどこまで関われるのか。 

 吹田市内の阪急電車・モノレール・JR 等の路線交差する場所での接続を検討 

 江坂、JR吹田、JR きし部、万博、北千里をつなぐモノレールを望む 

 ももやま台駅と平野部をつなぐモノレールを望む 

 バスの便が悪い。採算だけを考えるのは進歩がない。JR吹田を中心駅にするならば、快速を停

めるとか要検討！ 

 車両基地をもっとオープンにしたら「吹田＝鉄道のまち」のイメージになる。 

 岸部地区の再開発に期待します。阪急バスに対する行政の窓口を作り、住民の意向を反映させ

る。 

 鉄道会社の車庫めぐりイベント 

 駅巡りイベント（スタンプラリー）を実施すれば面白いのでは 

 バスの利便性。路線をふやして欲しい 

 鉄道イベント（JR 吹田駅を中心とした） 

 乗りすてレンタサイクル欲しい。 

 岸辺駅の歩道橋を観光の資源に。 

 のりすてのレンタサイクルほしいです。 

 



 

  

 

吹田市 総合計画市民ワークショップ「吹田の魅力を再深発見！」 

■参加者の気づき、ふりかえり 

 「再深発見」したこと 

 

取組のアイデアなど 

 

 

 

お問合せ先 

吹田市役所 企画財政室 総合計画担当 

TEL：(06) 6384-1743 

E-mail: ks_sokei@city.suita.osaka.jp 

 

■講演「新スタジアム完成！みんなで盛り上げようこれからのホームタウン」 

 講師：勝村 大輔 氏 

■ワーク「みんなで盛り上げようこれからのホームタウン」 

 ワールドカフェ方式で、サッカースタジアムのあるまち、ホームタウンである吹田を

盛り上げていくための考えやアイデアについて、語り合いました。 

■第5回ワークショップの概要 

日 時 ：平成 28年 10月 18日（火）午後6時30分～午後8時30分 

場 所 ：市立吹田サッカースタジアム 2階会議室  参加人数：17名 

内 容 ： 

 講演「新スタジアム完成！みんなでつくるこれからのホームタウン」／勝村 大輔 氏 

 ワーク「みんなで盛り上げようこれからのホームタウン」 

 スタジアムはすごい！と思いました。サッカー選手はこんなことをしているんだなと思いまし

た。 

 交流の中から「何かができる、たまごのようなもの」があるのかなあって思います。みんな熱

い！ 

 なんかしたいっていうエネルギーがあつまるとすごい！ 

 吹田に大学校がかなりあるという認識 

 吹田に 40 年住んでいて、こんなに熱を込めて語られたのははじめて。もっと知ってほしいこ

とたくさんあり、吹田を日本の指折りの市にしたい。 

 近隣住民には車の渋滞等ネガティブなイメージを持っている人達が結構いるという発見。 

 他と比べて吹田は少し特殊なまち。だからこそ、できることは無限にあるはず！ 

 いろいろな人がガンバに興味、関心をもっている。積極的な関わり スタジアム観戦に至らな

い。→スタジアムへ足を運ぶ 

 ガンバ、万博は市民のほこり。シンボル化を望む 

 顔が見える関係づくり 

 もっと吹田を知ろう！ 

 やっぱり吹田が大好き。 

 北摂の人々はクール 

 

 ラジオ放送との連携 サッカーを水泳同様、吹田市の学校教育として強化 

 大学生が多いのに吹田市とのが薄い 大学生のマンパワーを！！ 

 天皇杯とサッカーだけのものにしないで下さい。吹田をもりあげるにはという視点で！ 

 ガンバの旗を 1000～2000円位で売ってくれたら、買って、ゲームの日に玄関に掲げます。 

 ガンバと吹田の次代をになう青年（中・高・小学生）と交流を深められるといいですね。 

 まずは地元の人達を巻きこむ。アピールする。サッカー関係ないイベントでもユニフォーム着

るとか？（笑） 

 何かきっかけがあれば地元とガンバ大阪がつながる。そのきっかけを作るのは？自治会レベル

との交流。ふみ込んでいく意識。ガンバさん、企業相手ばかりじゃ不充分ですよ。損して得と

れというでしょ。 

 大学間交流として成人式の広域実施など行政が音頭を取る希望の発見 

 サッカースタジアムの見学が出来て良かった！これをサッカーファンだけのものにするのはも

ったいない。市民の応援できるものに！ 

 サッカースタジアムだけど、又違う使い方があると知った。特に子ども達にこの広大な競技場

に立たせてあげたい 

 ガンバをベースに吹田をスポーツ王国に望む。 

 トイレに鏡を作ってほしいですよ！本当に。 

 市民が市民活動に参加するきっかけづくり 

 友達誘ってサッカー観戦 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吹田市 総合計画市民ワークショップ「吹田の魅力を再深発見！」 

 

■研究発表「大学生と考えよう、吹田の未来」 

 関西大学政治学研究部 

「地方自治体と NPO と大学の連携で学生確保を目指せ！～新しい win-win の形～」 

■ワーク「魅力を活かそう吹田のまちづくり」 

 ワールドカフェ方式で、これまで「再深発見」や、大学生の研究発表を踏まえ、吹田の様々な魅力

を活かしたまちづくりについて、話し合いました。 ■第 6 回ワークショップの概要 

日 時 ：平成 28年 10 月 23日（日）午前 10時～正午 

場 所 ：千里市民センター 大ホール  参加人数：37 名 

内 容 ： 

 研究発表「大学生と考えよう、吹田の未来」 

／大阪大学公共政策研究会・関西大学政治学研究部 

 ワーク「魅力を活かそう吹田のまちづくり」 

 大阪大学公共政策研究会 

「吹田市における『市民自治』の推進について」 
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取組のアイデアなど 

 

 

「再深発見」したこと 

 

お問合せ先 

吹田市役所 企画財政室 総合計画担当 

TEL：(06) 6384-1743 

E-mail: ks_sokei@city.suita.osaka.jp 

 

 市民と元気な学生の接点がある 

 大学側が NPO の広報に消極的 

 新規公益活動団体と昔からの地縁の人々との壁がある。かなりボトムの部分

の話で、今日一のスーパーウルトラ再深発見だったと思います。NPO の理

事の方からのお話だったので説得力がありました。これが民学官連携にどう

作用するのかまでは今回は保留でした。 

 学生団体からの提案と意見交換の今日の企画は素晴らしい 

 吹田の名所や産品的な魅力だけでなく、吹田をより良く、よいまちづくりを

しようという気持ちの人が沢山いることを知りました。また、実際そういっ

た活動をしている人から直接、人とのつながりにおいての市政の難しさ・問

題点を聞くことができました。 

 吹田市には様々な魅力的な観光地があるのに、活かされていないのが残念で

す。交通の不便さも具体的に分かりました。 

 関大生と阪大生はまじめで賢そう。落ち着きがある。今日集まってくださっ

た市民の方も。 

 せっかく多くの人が集まったのに！ワークショップの時間が２ｈ以上必要 

 ステキ学生さんいっぱい♡ぜひ吹田に住みつづけてネ 

 地域コミュニティ活動とボランティア活動の連携一体化を望む 

 若い人、学生のエネルギーをまちづくりに活かしてほしい。 

 万博はみんな好き 

 地域を愛する気持ち♡ 

 立派な大ホール 

 移動人口の多さを活かせる 

 大学生は熱心で期待できる 

 自律と包摂のまち吹田を 

 吹田市の新たな観光名所を発見した 

 まだまだ知らない吹田 

 大学側の問題点 

 都心に近い 

 観光名所 

 故郷愛♡帰りたくなるまち 

 子育てに選んでもらえるまち吹田に。 

 静かなまちだと思ってる！！ 

 博物館がたくさんある。 

 ガンバ優勝！！ 

 固定と流動の融合の困難さ 

 報告を通じての発見！ 

 すでにラコルタ主催で小学生向けの議事堂ツアーみたいなのも行われていた。さ

らに今後は議事堂だけでなくできれば職員の職場を回ってもより面白いんじゃな

いかなと感じました。 

 関大は入学式から 3 日間、阪大は入学式翌日、キャンパスで部活勧誘の出店・出

展がある。市内 NPOにも出店・出展・勧誘のチャンスを与える 

 学生と連携していく中で、学生が市政に関心を持ってくれるようにしていくこと

が行政の課題だと考える 

 吹田に存在する魅力的な遺跡・市の市民の交流の場がしっかり機能していくこと

が重要。 

 行政・自治体・市民団体がもっと連携できれば吹田市はもっとよくなる！！ 

 沢山の市民団体、沢山の大学の団体、双方の交流があってもいいのでは 

 LINE のアカウントを作るところからも始められるはず！ 

 NPO と大学がもっと関わりを持つためのシステム作りが大切. 

 46年間も保って変化させてきた文化財万博公園を次の万博のときに活用 

 魅力を伝えるシステムの（冊子、ホームページなど）検討 

 吹田市内の小中学校で郷土史の現地見学（文化財）をふやす 

 市民活動とコラボして人間関係づくりコミュニケーション力アップ 

 観光資源は多い→それを生かし、伝える方法の確立 

 より深いことについての考察を行いましょう！ 

 もう一度もっと長いワークショップを 

 域内公共交通の抜本的見直し 

 お役所の常識イノベーション 

 OPEN な体制 

 門戸開放 

 大学生のパワー・熱量でまちを元気に！ 

 市民も学生も行政も、連携を積極的に 

 “住民”という専門性に目を向ける 

 大学×NPO 大学×行政のコラボ 

 卒業後も住み続ける理由作りが必要 

 行政・市政への市民参加！！ 

 民間はやる気ある 行政は門を狭くしている 

 自治体と地域コミュニティの関係の問題点 

 大学生と交流するしかけにかかわりたい。 

 大学生ならではの発想の内容に触れ合えて良かった 

 学生さんとの話し合いが大切だ！！（新しい発想） 

 吹田市には思っていたより魅力が多かった 

 相手の話しをきき入れる姿勢が大切です。 

 4-5名で話すのが自由な発言ができる。 

 吹田が大事な人 VS 日本全体が大事な人 

 強力な魅力をこれから創り出してほしい 

 NPO と学生・市民とのつながり希薄 

 大学生にステキな街に映ればいいなぁ。 

 市民の方々の市政参加に対する意欲 

 吹田市内で就職チャンスを増やす 

 数の多い学生の活力×市民活動の意識が高い。 

 遺跡から万博まで歴史的名所がたくさんある。 

 市の態度に危機感を持っている人が多い。 

 魅力はたくさんあるが、強力な魅力が今ひとつ足りない 

■参加者の気づき、ふりかえり ② 


